
令和６年度教育事業 国立大雪青少年交流の家　

【期日】

【対象者】 北海道青少年教育施設職員、社会教育関係職員　等

【参加人数／募集人数】 19 ／ 20

①講義・演習（前半）

②講義・演習（後半）

青少年教育者のためのSTEP　UPセミナー
～入門編～

2024/5/23

１．趣旨

　社会教育を進めていく上で必要な能力として期待される資質や能力等について、理論を学

び実践力を高める機会とする。

青少年の体験活動の推進に向けて、意義と実

際や支援者に求められる視点について、講義

や演習をとおして学びを深めた。

体験活動プログラムのデザインについて講義

形式で学び、その後グループに分かれ、対

象・目的に応じたプログラムを実際に考える

演習を行った。

２．プログラム内容

３．活動内容

〇本研修は入門編として開催したが、テーマを「青少年の体験活動の意義と実際～指導者に求められる

視点～」とし、業務経験年数に関わらず受講できるよう、参加者に事前アンケートを実施し、聞き取っ

た内容を研修内容に生かした。参加内訳は、２年未満の方50％、２年以上の方50％であった。

〇青少年教育に携わる職員に求められる能力や技術を学び、それぞれの業務に生かすことができるよ

う、理論と演習を中心としたプ ログラム構成とした。それぞれの立場で青少年教育に携わる際に必要な

知識や技術を身に付けることができ、今後の教育活動や業務に対する意欲をさらに高めることができ

た。

〇北海道青少年教育施設協議会と連携して実施したことで、関係職員の資質向上に寄与することができ

た。

0

質問：事業全体に対しての満足度をお答えください。（人）

５．参加者の声
〇分かりやすく、具体的に活用できる技術をありがとうございました。

〇実際に集まって、顔を合わせることで有意義な研修になったと思います。

〇社会教育の難しさと楽しさを感じるセミナーで勉強になりました。ありがとうございました。

〇この講座を聞いて、青少年教育について専門的に話をしてくれる青山先生を呼んでいただき、本当

にありがとうございます。

〇オンラインでしかお会いできなかった青山先生の講義を聞けて良かったです。

６．事業の成果

たいへん満足 やや満足 やや不満 たいへん不満

18 1 0

４．アンケート結果

講義・演習（後半） 閉会

9:459:30 12:00 13:00 15:0010:00

受付 開会 講義・演習（前半） 昼食


